
今
年
開
催
さ
れ
る
第
13
回

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
に
関
す
る
詳

細
が
、
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
。

開
催
日
は
、
９
月
14
日

（
土
）
と
15
日
（
日
）
の
第

２
週
末
と
な
っ
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
あ
な
た
が
主
役

～
未
来
に
向
か
っ
て
」
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
永
年
恒

例
と
な
っ
て
い
た
一
般
公
開

講
演
会
の
開
催
は
、
昨
年
に

続
き
行
わ
れ
な
い
。

昨
年
か
ら
フ
ェ
ス
タ
の
内

容
は
大
き
く
変
革
さ
れ
た
が
、

今
年
も
、
そ
の
変
革
の
波
は

一
層
活
発
に
広
が
っ
て
い
る
。

15
日
の
土
曜
日
に
は
、
昨
年

か
ら
始
め
た
音
楽
祭
が
８
階

講
堂
で
挙
行
さ
れ
、
独
唱
や

合
唱
、
楽
器
演
奏
な
ど
の
個

人
演
奏
が
楽
し
め
る
。
現
在

は
、
そ
の
出
演
者
を
募
集
し

て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
、
参

加
者
全
員
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
恒
例
の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ン

サ
ー
ト
も
、
こ
の
音
楽
祭
の

中
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
。
ジ
ャ

ズ
・
ラ
イ
ヴ
の
演
奏
者
は
、

今
年
も
田
口
幸
治
氏
を
リ
ー

ダ
ー
と
し
た
「
サ
ウ
ン
ド
・

ペ
ー
パ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
で
、
埼
玉
同
窓

会
会
長
の
鈴
木
さ
と
み
氏
が

ピ
ア
ノ
を
担
当
す
る
。
数
々

の
ス
イ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
の
名

曲
演
奏
が
期
待
さ
れ
る
。

14
日
、
15
日
の
両
日
に
は

第
４
・
第
５
講
義
室
に
て
、

毎
年
恒
例
の
個
人
作
品
展
示

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
在
学

生
の
み
な
ら
ず
、
卒
業
生
や

教
職
員
の
絵
画
や
写
真
、
書
、

工
芸
作
品
な
ど
を
募
集
し
て

い
る
。
ま
た
、
特
別
展
示
と

し
て
、
造
形
サ
ー
ク
ル｢

パ

レ
ッ
ト｣

の
作
品
展
示
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
フ
ェ
ス
タ
期
間
中

の
企
画
展
示
と
し
て
、
第
３

講
義
室
に
お
い
て
「
卒
業
研

究
や
修
士
論
文
の
発
表
」
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
参

加
者
も
募
集
し
て
い
る
。
応

募
資
格
は
放
送
大
学
の
学
部

卒
業
生
・
修
士
修
了
生
で
、

卒
業
研
究
や
修
士
論
文
の
発

表
と
展
示
が
行
わ
れ
る
。

例
年
通
り
に
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
は
、
バ
ザ
ー
や
古
書

販
売
な
ど
の
各
団
体
の
展
示

や
俳
句
・
川
柳
の
投
句
募
集

と
展
示
が
決
定
し
て
い
る
。

加
え
て
、
「
お
茶
席
」
で
の

抹
茶
を
楽
し
む
事
も
で
き
る
。

ま
た
、
英
語
倶
楽
部
が
英
語

に
よ
る
日
本
文
化
の
紹
介
や

ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
、
英
語
の
歌

を
歌
っ
た
り
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ

な
英
語
講
師
に
よ
る
英
語
レ
ッ

ス
ン
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

体
験
広
場
に
お
い
て
は
、

お
茶
、
生
け
花
、
ダ
ン
ス
、

楽
器
、
体
操
な
ど
を
体
験
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
す
る

ほ
か
、
同
じ
く
、
今
年
新
設

す
る
お
祭
り
広
場
で
は
、
占

い
や
大
道
芸
、
手
回
し
蓄
音

器
な
ど
の
実
演
も
企
画
さ
れ

て
い
る
。

最
終
日
の
15
日
（
日
）
に

は
、
８
階
講
堂
で
各
サ
ー
ク

ル
の
発
表
会
が
行
わ
れ
る
。

朗
読
劇
や
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
、

健
康
体
操
研
究
会
等
の
発
表

が
予
定
さ
れ
、
８
階
講
堂
で

の
懇
親
会
パ
ー
テ
ィ
も
15
日

に
計
画
さ
れ
て
い
る
。

フ
ェ
ス
タ
に
関
す
る
詳
細

な
チ
ラ
シ
は
、
９
階
ロ
ビ
ー

に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
沢
山

の
学
生
諸
氏
の
参
加
・
応
募

を
期
待
し
た
い
。

（
冬
木
）

２
０
１
９
年
度
第
１
学
期

の
単
位
認
定
試
験
は
、
7
月

19
日
（
金
）
～
7
月
28
日

（
日
）
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

試
験
日
時
等
を
ご
確
認
の

う
え
、
遅
刻
な
ど
の
な
い
よ

う
に
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
7
月
26
日
（
金
）

は
学
習
セ
ン
タ
ー
が
閉
所
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
願

い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
第
２
学
期

の
授
業
登
録
は
、
２
０
１
９

年
８
月
15
日
（
木
）
か
ら
開

始
さ
れ
、
締
切
り
は
次
の
と

お
り
で
す
。

郵
送
＝
８
月
30
日
（
金
）

《
本
部
必
着
》

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
シ
ス
テ

ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
）
＝

８
月
31
日
（
土
）
24
時
ま
で

次
の
日
程
で
、
卒
業
研
究

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

・
日
時
＝
２
０
１
９
年
６
月

29
日
（
土
）
13
時
半
～
15

時
・
内
容
＝
卒
業
研
究
全
体
の

流
れ
、
具
体
的
な
研
究
の

進
め
方
、
報
告
書
の
作
成

手
順
な
ど
、
卒
業
研
究
に

関
す
る
総
合
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
、
質
疑
応
答

希
望
者
は
、
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
又
は
電
話
（
048
）
650
ー

２
６
１
１
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
ガ
イ
ダ
ン
ス
終
了
後
、

履
修
修
了
者
に
よ
る
卒
業
研

究
・
修
士
論
文
発
表
会
を
行

い
ま
す
。

・
発
表
の
時
間
＝
15
時
10
分

～
17
時
）

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
次
の
日

時
に
行
い
ま
す
。

日
時
＝
２
０
１
９
年
７
月
13

日
（
土
）
、
９
月
１
日
（
日
）

（
い
ず
れ
も
15
時
～
）

内
容
＝
大
学
の
概
要
説
明
、

個
別
相
談
、
施
設
見
学
な
ど

を
行
い
ま
す
。

第６３号 学 生 新 聞 ２０１９年６月２１日1
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学
生
新
聞

「
児
童
虐
待
被
害
」

笹
原
誠
二

今
年
３
月
の
警
察

庁
発
表
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
年
の
児
童

虐
待
事
件
は
１
３
８

０
件
、
前
年
比
21
・

３
パ
ー
セ
ン
ト
増
で
、
被
害

に
あ
っ
た
子
供
は
約
１
４
０

０
人
、
対
前
年
19
・
３
パ
ー

セ
ン
ト
増
で
、
児
童
相
談
所

へ
の
通
告
数
は
約
８
万
人
、

う
ち
緊
急
保
護
が
４
６
０
０

名
に
も
達
し
て
お
り
、
問
題

の
深
刻
さ
が
年
々
増
加
し
て

い
る
。

具
体
的
な
事
件
を
挙
げ
る

と
、
東
京
都
目
黒
区
の
５
歳

児
は
両
親
の
虐
待
を
受
け
て

死
亡
。
横
浜
で
は
母
親
に
よ

り
、
重
度
の
や
け
ど
を
負
っ

た
３
歳
児
が
自
宅
に
放
置
さ

れ
、
し
か
も
そ
の
間
、
両
親

は
パ
チ
ン
コ
に
出
か
け
て
家

に
不
在
で
あ
っ
た
と
い
う
。

福
岡
で
は
、
10
項
目
も
の
誓

約
書
に
違
反
し
た
と
い
う
理

由
で
、
８
歳
児
の
手
足
を
縛

り
、
12
月
の
極
寒
の
水
風
呂

に
浸
し
て
放
置
し
た
。
千
葉

県
野
田
市
で
は
、
小
学
４
年

生
の
女
児
が
、
日
ご
ろ
の
父

親
の
暴
力
を
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
で
学
校
に
訴
え
た
が
、

そ
の
文
面
コ
ピ
ー
を
学
校
は

父
親
に
提
供
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
結
果
、
父
親
が
激
怒
し

て
、
理
不
尽
に
も
自
宅
の
浴

室
に
放
置
し
、
死
亡
さ
せ
て

し
ま
っ
た
。

以
上
４
件
の
事
件
か
ら
鑑

み
る
と
、
一
番
信
頼
し
て
い

る
両
親
か
ら
の
虐
待
で
あ
り
、

子
供
と
し
て
は
逃
げ
場
の
な

い
日
常
生
活
の
中
で
、
虐
待

に
晒
さ
れ
て
い
た
と
い
う
結

果
と
思
わ
れ
る
。
特
に
野
田

市
で
の
事
件
は
、
同
市
に
住

む
私
と
し
て
は
、
児
童
相
談

所
や
学
校
で
の
対
応
の
ま
ず

さ
に
驚
き
を
通
り
過
ぎ
て
、

怒
り
を
禁
じ
え
な
い
。

ぜ
ひ
、
対
応
部
署
の
「
児

童
虐
待
防
止
法
」
の
厳
密
な

運
用
と
、
し
っ
か
り
と
し
た

「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
見

直
し
を
含
め
て
早
急
に
検
討

さ
れ
て
、
改
善
の
実
施
を
お

願
い
し
た
い
。

学生手帳

１月１８日の埼玉ＣＳＣ交
流会会議にて、２０１９年度
の実行委員長に指名されまし
た南雲功と申します。この紙
面をお借りして、ご挨拶と今
年のフェスタの概要について
述べさせていただきます。過
去１２回のフェスタでは各サー
クルがそれぞれの活動を中心
に活発に行われてまいりまし
た。関係各位のご尽力に感謝
申し上げます。この流れをサー
クルや同窓会に所属していな
い一般学生にも参加を呼びか
け、面接授業やテストの他に
大学に来ない多くの学生にも
呼びかけ、共に学ぶ仲間を広
げる機会としてのフエスタに
なればよいと考えております。

そこで｢あなたが主役―未来
に向かって｣をテーマにフェス
タ実行委員会をＣＳＣ交流会
の下部組織として､立ち上げま
した。そこでできた学友たち
と勉学や、人生のことなど話
し合える場をめざします。実
行委員として､参加サークルの
代表の他に､各企画、懇親会、
音楽祭など１８の部門でサー
クルを離れた個人の資格で責
任者になっていただいた方々
と、運営してまいります。

これまでのサークル発表に

加えて､個人に積極的に参加し
ていただく企画として、以前
から実施してまいりました絵
画、写真等の出品、昨年から
始めた音楽祭での個人演奏、
および研究論文発表に加え、
今年からお茶､生け花､ダンス、
楽器、体操などを体験できる
コーナーを新設します。お祭
り広場では占い､大道芸､手回
し蓄音機などを企画中です。
また、皆さんから不要になり
ました書籍を寄贈いただき、
安価で販売したいと存じます。
この広場の収益は、むぎの会
を通して陸前高田「ハナミズ
キのみち」の会へ寄付する予
定です。縁日のような場所が
提供できればと考えています。
さらに、和･洋の空間でライブ
演奏を聴きながらお茶を飲み
ながら､さまざま語らいの場を
企画しております。

以上のような初めての企画
には､多くの学生､同窓生の皆
様の協力と積極的な参加が不
可欠と存じますので､多くの方
が参加して下さるようよろし
くお願い申し上げます。演技、
出品､発表､寄贈などのお申し
込みは､ポスター等でご案内申
し上げます。また､新企画の提
案やご意見もおよせください。

第13回埼玉フェスタについて
実行委員長 南雲 功

２
０
１
９
年
度

第
１
学
期
の
単
位
認
定
試
験

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
２
学
期
の
科
目
登
録

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

卒
業
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス

本
年
４
月
よ
り
渋
谷
治
美
先
生
の
後

任
と
し
て
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
堀
尾
健
一
郎
と
申

し
ま
す
。
３
月
ま
で
は
埼
玉
大
学
の
工

学
部
機
械
工
学
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま

し
た
。
面
接

授
業
の
講
師

の
経
験
が
な

い
だ
け
で
は

な
く
、
放
送

大
学
の
こ
と

を
ほ
と
ん
ど

何
も
知
ら
な

い
ま
ま
着
任
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
自
分
が
所

長
職
の
責
任
が
果
た
せ

る
の
か
、
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

が
、
少
し
ず
つ
歩
ん
で
い
る
と
い
う
状

況
で
あ
り
ま
す
。

放
送
大
学
に
赴
任
し
て
大
き
く
感
じ

て
い
る
こ
と
は
、
学
生
の
皆
様
が
熱
心

に
勉
学
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
欲
の
背
後
に
は
、

放
送
大
学
で
学
ぶ
こ
と
を
積
極
的
に
選

択
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

前
任
地
で
は
「
な
ぜ
機
械
工
学
科
を
選

ん
だ
の
か
？
」
と
聞
く
と
「
高
校
の
先

生
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら
」
と
か
「
親
が

一
番
つ
ぶ
し
が
効
く
と
言
っ
た
か
ら
」

な
ど
の
理
由
を
あ
げ
る
も
の
が
少
な
か

ら
ず
い
ま
し
た
。
レ
ー
ル
に
乗
っ
た
だ

け
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、
将
来
の

夢
な
ど
を
考
え
ず
に
進
学
し
て
し
ま
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。
勉
学
に
限
ら
ず
物

事
を
成
就
さ
せ
る
た
め
に
は
、
強
い
意

志
で
取
り
組
む
こ
と
、
が
最
も
大
切
な

こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
学
学
生

の
皆
様
は
、
目
的
を
自
覚
し
て
生
き
る
、

自
己
の
確
固
た
る
意
志
で
進
む
、
な
ど

の
点
で
抜
き
ん
で
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
勉
学
の
一
層
の
進
展
を
改
め
て

期
待
い
た
し
ま
す
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、

勉
学
を
続
け
る
う
え
で
壁
や
困
難
に
遭

遇
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
と
き
の
サ
ポ
ー
ト
が
我
々
教

職
員
の
大
事
な
役
目
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ご
遠
慮
な
く
お
申
し
出
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長

堀
尾
健
一
郎

第
13
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
は
９
月
第
２
週
末

今
年
の
テ
ー
マ
は

｢

あ
な
た
が
主
役
～
未
来
に
向
か
っ
て｣

音
楽
祭
や
個
人
作
品
展
示
、

論
文
発
表
な
ど
、
盛
り
沢
山
に

５
月
の
連
休
明
け
か
ら
、
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
改
札
前
の
柱

に
、
放
送
大
学･

埼
玉
Ｓ
Ｃ
の
広
告
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

公
開
講
演
会
な
ど
の
開
催
情
報
も
得
る
事
が
で
き
る
。

放
送
大
学
・
島
内
裕
子

教
授
が
、
７
月
か
ら
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
「
こ
こ
ろ
を
よ

む
」
を
担
当
さ
れ
る
。
島

内
教
授
の
専
門
は
中
世
文

学
、
日
本
文
学
で
、
特
に
、

「
徒
然
草
」
の
研
究
で
知

ら
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
２
放

送
の
「
こ
こ
ろ
を
よ
む
」

は
、
文
学･

美
術･

心
理
学

･

歴
史
学
な
ど
の
各
分
野

に
お
け
る
第
一
人
者
が
、

現
代
人
が
抱
え
る
老
い
や

家
族
、
環
境
な
ど
、
様
々

な
問
題
を
率
直
に
忌
憚
な

く
話
す
事
で
、
解
り
や
す

く
読
み
解
い
て
行
く
番
組

で
あ
る
。

・
放
送
日
＝
毎
週
日
曜
日

６
時
45
分
～
７
時
25
分

・
再
放
送
＝
翌
週
土
曜
日

18
時
～
18
時
40
分

な
お
、
ス
マ
ホ
で
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
視
聴
に
は
、

Ａ
Ｐ
Ｐ
ス
ト
ア
か
ら
無
料

の
ア
プ
リ
「
ら
じ
る
ら
じ

る
」
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
で
可

能
に
な
る
。

島
内
裕
子
教
授
が

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
を
担
当



★
７
月
10
日
（
水
）

鉄
道
博
物
館
見
学

＆
お
茶
会

★
８
月
（
日
時
未
定
）

後
期
活
動
計
画
、
研
修
旅

行
計
画
の
検
討

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞

暑
気
払
い

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て

★
６
月
26
日
（
水
）

午
前
＝
楽
器
練
習
／
13
時

半
～
14
時
半
＝
講
堂
（
ボ

イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

★
７
月
３
日
（
水
）

午
前
＝
楽
器
練
習
／
13
時

半
＝
講
堂
（
茂
木
先
生
）

★
７
月
10
日
（
水
）

午
前
＝
楽
器
練
習
／
13
時

半
～
14
時
半
＝
講
堂
（
ボ

イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
て
マ
タ
イ
受
難
曲

の
解
説
by
茂
木
先
生
）

★
７
月
13
日
（
土
）

勉
強
会
＝
放
送
大
学
９
Ｆ

★
７
月
20
日
（
土
）

勉
強
会
＝
シ
ー
ノ
大
宮

★
８
月
10
日
（
土
）

講
演
会
＝
放
送
大
学
８
Ｆ

★
６
月
28
日
＝
９
Ｆ
第
３

９
時
半
～
16
時

★
7
月
５
日
＝
８
Ｆ
講
堂

10
時
～
13
時
／
９
Ｆ
第
１

13
時
～
17
時

★
７
月
12
日
＝
９
Ｆ
第
３

13
時
～
17
時

★
８
月
２
日
／
30
日

★
勉
強
会
＝
７
月
２
日
＝
原

子
力
の
話･

８
月
20
日
＝

介
護
に
つ
い
て

★
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
＝
８
月

６
日
午
前
は
自
主
学
習
。

午
後
は
講
義
「E

x
c
e
l

関

数
の
続
編
」
。

★
木
曜
名
画
座
＝
６
月
25
日

10
時
～
／
８
月
29
日

就
寝
前
の
ひ
と
時
、
突
然

の
地
震
速
報
に
驚
か
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
後
、
日
本

列
島
の
地
下
は
未
だ
に
揺
れ

続
け
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

単
位
認
定
試
験
が
間
近
に

迫
っ
て
い
る
が
、
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会
の
諸
氏
は
連
日

の
準
備
作
業
に
邁
進
し
て
い

る
。
昨
年
以
上
の
楽
し
い
フ
ェ

ス
タ
が
期
待
で
き
る
。
（
冬
）

第６３号 学 生 新 聞 ２０１９年６月２１日2

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

編
集
後
記

兼
題
「
桐
の
花
」

六
月
十
三
日

ロ
セ
ッ
テ
ィ
の
唇
赤
し
百
合
の
花

由
美

語
り
終
へ
父
の
眼
差
し
桐
の
花

順

揚
羽
蝶
か
す
か
に
震
ふ
付
け
睫

厚
子

新
し
き
后
の
テ
ィ
ア
ラ
桐
の
花

八
重
子

桐
の
花
夕
日
う
つ
ろ
ふ
裾
廻
か
な

安
代

桐
咲
い
て
嫁
入
り
箪
笥
な
り
に
け
り

み
さ
子

蓮
の
寺
女
の
こ
ご
隠
れ
切
支
丹

と
く
江

唐
衣
裳
里
山
霞
む
桐
の
花

功

紫
陽
花
の
天
の
打
水
日
照
り
雨

光
娥

麦
秋
や
馬
の
埴
輪
に
金
具
跡

十
詩

名
水
に
し
づ
も
る
豆
腐
桐
の
花

明
美

見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日
午
後
１
時

俳
句

つ
み
草

―
生
涯
学
習
奨
励
賞
の
金
剛

賞･

金
賞
を
受
賞
さ
れ
た
７
名

の
方
々
の
う
ち
４
名
の
方
か

ら
回
答
を
頂
い
た
。

Ｑ
放
送
大
学
入
学
の
き
っ
か
け

熊
井
純
子
＝
看
護
師
と
し
て
働

く
中
で
「
家
に
帰
り
た
い
」
と

願
う
患
者
さ
ん
の
思
い
や
、
92

歳
の
義
母
の
在
宅
介
護
を
通
し

て
、
地
域
と
の
連
携
を
強
く
感

じ
、
専
門
的
な
知
識
を
学
び
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

生
か
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

川
﨑

孝
＝
環
境
問
題
に
興
味

を
持
ち
、
学
び
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
「
沈
黙
の
春
」
を

読
ん
だ
事
。
ま
た
、
小
学
生
時

代
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
農
薬
中
毒
経
験
も

あ
り
ま
す
。

榊
原
敏
子
＝
42
歳
の
時
、
当
時
、

娘
が
高
校
受
験
で
、
一
緒
に
勉

強
す
る
つ
も
り
で
、
放
送
大
学

の
開
校
１
年
目
か
ら
入
学
。

馬
場
輝
夫
＝
職
を
辞
し
て
、
さ

し
た
る
目
標
も
な
く
過
ご
し
て

い
た
時
、
た
ま
た
ま
近
所
の
書

店
で
放
送
大
学
が
募
集
中
で
あ

る
事
を
知
り
、
応
募
し
ま
し
た
。

Ｑ
一
番
面
白
か
っ
た
講
義

熊
井
＝
面
接
授
業
「
中
国･

ア

ジ
ア
の
伝
統
エ
コ
建
築
様
式
」
。

環
境
実
験
を
グ
ル
ー
プ
形
式
で

行
い
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
発
表
す
る
参

加･

体
験
型
で
と
て
も
楽
し
く

面
白
い
授
業
で
し
た
。

川
﨑
＝
「
錯
覚
の
科
学
」
。
熱

中
し
て
い
る
と
、
目
の
前
を
通
っ

て
も
見
逃
し
て
し
ま
う
事
な
ど
、

感
覚
や
知
識
の
あ
い
ま
い
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

榊
原
＝
初
め
て
受
講
し
た
「
古

代
中
国
の
思
想
」
。

馬
場
＝
安
藤
洋
子
先
生
に
面
接

･

指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た

「
着
心
地
と
洗
濯
の
科
学
実
験
」

は
グ
ル
ー
プ
単
位
で
共
同
実
験

者
と
実
験･

測
定
お
よ
び
分
析

を
し
て
、
最
も
楽
し
く
面
白
い

時
間
で
し
た
。

Ｑ
記
憶
に
残
っ
て
い
る
事

熊
井
＝
英
語
の
面
接
授
業
で

「
一
切
、
日
本
語
で
話
さ
な
い
」

こ
と
が
辛
く
て
、
逃
げ
出
し
た

く
な
り
ま
し
た
が
、
台
所
仕
事

の
合
間
に
も
英
語
の
テ
ー
プ
を

聴
く
努
力
を
重
ね
、
仲
間
に
も

助
け
ら
れ
、
乗
り
越
え
ら
れ
た

事
は
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
、

記
憶
に
鮮
明
で
す
。
私
の
宝
物

で
す
。

川
﨑
＝
孫
の
誕
生
と
合
わ
せ
て
、

乳
幼
児
心
理
学
を
学
ん
だ
事
で

す
。
成
長
プ
ロ
セ
ス
を
確
認
す

る
事
が
で
き
、
役
立
ち
ま
し
た
。

榊
原
＝
卒
業
論
文
の
担
当
の
教

授
に
、
卒
業
後
も
先
生
の
ゼ
ミ
、

学
会
に
入
れ
て
頂
き
、
以
後
10

数
年
後
、
大
学
院
で
同
じ
俳
諧

研
究
で
論
文
を
書
け
た
事
。

馬
場
＝
福
田
先
生
の
面
接
授
業

中
で
聴
い
た
「
シ
ョ
パ
ン
の
生

涯
と
そ
の
作
品
」
を
は
じ
め
と

し
て
、
「
リ
ス
ト
」
や
「
西
洋

音
楽
研
究
」
等
で
曲
の
数
々
が
、

今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
在
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

熊
井
＝
学
習
を
継
続
す
る
に
は
、

家
族
の
協
力
と
自
分
が
健
康
で

あ
る
こ
と
。
自
分
を
信
じ
て
、

焦
ら
ず
、
力
ま
ず
、
無
理
を
せ

ず
、
諦
め
ず
に
学
ぶ
こ
と
。

川
﨑
＝
興
味
を
持
ち
続
け
る
こ

と
。
変
化
の
激
し
い
時
で
す
。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
チ
ャ
ン
ス

を
放
送
大
学
の
活
用
で
学
び
ま

し
ょ
う
。

榊
原
＝
素
晴
ら
し
い
先
生
、
先

輩
、
友
人
に
出
会
え
た
こ
と
、

学
問
を
通
し
て
、
自
分
の
世
界

が
広
が
り
ま
す
。

馬
場
＝
グ
ル
ー
プ
で
お
付
き
合

い
が
で
き
る
と
、
い
ろ
い
ろ
と

情
報
が
入
り
ま
す
し
、
友
だ
ち

は
い
た
方
が
良
い
で
す
ね
。
私

も
先
述
の
洗
濯
グ
ル
ー
プ
さ
ん

に
、
そ
の
後
も
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

Ｑ
今
後
の
目
標

熊
井
＝
放
送
大
学
は
、
心
の
よ

り
所
で
す
。
選
科
履
修
生
と
し

て
、
再
入
学
い
た
し
ま
し
た
。

川
﨑
＝
残
り
コ
ー
ス
の
修
了
と

自
己
啓
発
と
し
て
、
学
び
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

榊
原
＝
６
コ
ー
ス
を
修
了
す
る

こ
と
。
俳
諧
研
究
を
進
め
る
こ

と
。
学
生
の
皆
さ
ま
と
俳
句
の

学
習
会
を
楽
し
む
た
め
に
、
自

ら
俳
句
を
学
ぶ
こ
と
。

馬
場
＝
い
つ
か
読
も
う
と
思
っ

て
、
若
い
頃
買
っ
た
「
日
本
の

歴
史
」
が
ほ
こ
り
を
被
っ
て
い

ま
す
。
私
が
ペ
ー
ジ
を
開
く
の

を
待
っ
て
い
る
ん
で
す
。

サークル「ラルゴ」は､参加者のそれ
ぞれの体力に合わせて【ゆっくりと体を

動かして固まりがちな筋肉をほぐそう】

という中国式気功を取り入れたストレッ

チ・サークルです。17～18年ほど前にこ

のような目的で発足し、現在も変わらな
い方式で活動しています｡「ラルゴ」と

は“ゆっくりと”という意味の音楽用語

から名付けたものです。

まず、気持ちをリラックスするヒーリ

ング音楽に合わせて、女性リーダーに従
い徐々に体を動かす準備運動をします。

続いてバレエ式のラジオ体操をして体を

慣らします。次に中国で800年前から受

け継がれてきた気功のひとつで、8つの

フォームからなる「八段錦」をします。
この八つの基本フォームを４回ずつゆっ

くり繰り返して全身の筋肉を動かします。

これによりかなり体が温まり汗ばみます。

ここで、しばし小休止をとり、水分を補

給します。
次に、気功の「二十四式」のうちから

14のフォームを選りすぐった「十四式」

に進みます。これはスポーツジムなどで

行われるハードな筋トレではなく、ゆっ

くりと全身の筋肉を動かすもので、筋肉
の持続力が鍛えられます。このため体力

の衰えた高齢者や、体にどこか故障のあ

る人にも適した筋トレです。各人ができ

る範囲で自分に適したように体を動かす

ことで体力の低下防止と維持増進が図れ
ます。各ストレッチ運動では 特に下半

身の筋肉を重点的に鍛えるようにしてい

ます。これはいつまでもしっかり歩け、

また歩行中の転倒防止にも役立つことを
期待して実施しています。

終盤では、静かなストレッチ運動によ

り心身のクールダウンをします。最後は

部屋の照明を消して、暗いなかで手足を

伸ばしマットに横になり、目を閉じてし
ばし瞑想します。なかにはその間に眠っ

てしまい、照明をつけても起き上がらな

い人もいて皆の笑いを誘います。このこ

とでも運動の効果と心の癒し効果を実感

できると思います。
現在は、大島会長と山口リーダーを中

心として10数名が活動しています。毎週

水曜日の午後1時30分から3時まで、8階

の講堂で実施しています。衣類は動きや

すい軽装であれば何でもOKです。
会費は1回300円または月額1,000円の

一括払いです。見学は無料ですので、是

非一度のぞいて見てください。また活動

の後の親睦会を毎月１回行っていて楽し

く談笑するひと時を持っています。
活動予定日は8階のサークル用掲示板

に記してあります。

“見学大歓迎 ‼ ”です。お待ちして

います。

“楽しみながらゆっくり体をほぐそう”
－気功・ストレッチ サークル「ラルゴ」－ 鈴木智義

Ｗ
・
Ｗ
・
Ｍ

生
涯
学
習
奨
励
賞

金
剛
賞･

金
賞
受
賞
者

ア
ン
ケ
ー
ト

◆
７
月
13
日
（
土
）

10
時
半
～
12
時
半

「
21
世
紀
の
思
想

～
ケ
ア
と
身
体
の
哲
学
～
」

講
師
＝
大
橋
容
一
郞

（
放
送
大
学
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）

場
所
＝
８
Ｆ
講
堂

◆
７
月
13
日
（
土
）

13
時
～
17
時

「
絵
画
サ
ロ
ン
こ
ざ
わ
」
③

～
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と

デ
ッ
サ
ン
～

講
師
＝
小
澤
基
弘

（
放
送
大
学
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）

場
所
＝
８
Ｆ
実
験
室

７
月
の
公
開
講
演
会

７
月
の
サ
ロ
ン
ご
案
内

熟

年

会

は
じ
め
ま
し
て
。
大
橋
容

一
郎
で
す
。
近
世
現
代
の
哲

学
思
想
を
専
門
に
し
て
い
ま

す
。
お
も
に
「
知
る
こ
と
」

つ
ま
り
認
識
に
つ
い
て
考
え

て
き
ま
し
た
。
「
知
」
は
ラ

テ
ン
語
で
はs

c
i
e
n
t
i
a

、
現

代
語
に
す
れ
ば
「
科
学
」
で

す
。
「
知
る
」
こ
と
を
考
え

る
「
認
識
論
」
は
、
科
学
論

に
も
な
り
ま
す
。
人
間
の
認

識
と
科
学
と
の
関
係
を
詳
し

く
分
析
し
た
の
は
、
何
と
い
っ

て
も
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト

で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
私
が

も
っ
と
も
回
数
を
重
ね
て
読

ん
だ
本
は
、
カ
ン
ト
の
『
純

粋
理
性
批
判
』
で
す
。
し
か

し
、
今
日
ご
紹
介
す
る
の
は

カ
ン
ト
の
『
純
理
』
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
人
類
の
「
知
」

の
集
積
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
辞
書
・
事
典
」
と
し
て
結

晶
し
て
い
ま
す
。
私
は
た
ま

た
ま
、
『
広
辞
苑
』
や
『
哲

学
・
思
想
事
典
』
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
辞
書
作
り
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
辞
書
作
り
は
、

人
文
学
の
も
っ
と
も
根
底
を

な
す
仕
事
で
す
。
し
か
し
同

時
に
、
ひ
と
り
の
執
筆
者
の

考
え
た
語
釈
（
言
葉
の
意
味

解
釈
）
が
、
長
き
に
わ
た
っ

て
人
々
の
知
識
の
基
礎
に
な

る
と
い
う
、
た
っ
た
ひ
と
り

の
人
間
が
大
き
な
星
空
に
向

き
あ
う
よ
う
な
、
他
に
例
を

見
な
い
不
思
議
な
感
覚
を
含

ん
で
も
い
ま
す
。

何
千
何
万
の
項
目
を
持
つ

辞
書
は
、
項
目
を
選
定
し
執

筆
者
を
決
定
す
る
の
に
何
年

も
か
か
り
ま
す
。
私
の
関
係

し
た
あ
る
事
典
は
出
版
す
る

の
に
20
年
以
上
か
か
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
同
じ
事
典

の
旧
版
に
比
べ
れ
ば
半
分
以

下
の
期
間
で
し
た
。
よ
う
や

く
執
筆
段
階
に
な
っ
て
も
、

た
く
さ
ん
の
人
々
が
巨
大
な

船
を
建
造
す
る
よ
う
な
も
の

で
、
全
貌
は
ほ
と
ん
ど
見
え

ま
せ
ん
。
そ
の
間
、
刊
行
を

見
ず
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う

監
修
者
や
執
筆
者
も
い
ま
す
。

刊
行
し
た
ら
し
た
で
、
す
ぐ

に
訂
正
版
や
次
の
版
の
刊
行

を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
宮

殿
や
聖
堂
は
完
成
に
何
百
年

も
か
か
り
、
多
く
の
主
は
建

築
中
の
工
事
現
場
に
住
み
つ

づ
け
ま
し
た
。
日
本
で
は
そ

う
し
た
例
は
少
な
い
し
、
こ

れ
ま
で
百
年
単
位
で
し
か
変

わ
ら
な
か
っ
た
文
化
の
傾
向

は
、
現
代
で
は
10
年
単
位
で

変
わ
り
ま
す
。
大
型
の
辞
書

を
作
り
、
時
代
の
長
大
な
う

ね
り
を
感
じ
る
不
思
議
さ
も

減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

れ
で
も
辞
書
・
事
典
の
各
項

目
は
、
そ
う
し
た
人
類
文
化

の
歴
史
的
な
大
小
の
う
ね
り

を
感
じ
な
が
ら
書
か
れ
る
も

の
だ
、
と
い
う
の
が
私
の
こ

れ
ま
で
の
実
感
で
す
。

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し

た
が
、
辞
書
作
り
の
こ
う
し

た
不
思
議
な
実
感
と
、
そ
の

間
に
起
き
る
人
間
の
事
実
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
描
い
て
い
る

本
が
あ
り
ま
す
。
も
う
か
な

り
前
で
す
が
２
０
１
１
年
に

出
版
さ
れ
、
２
０
１
２
年
の

本
屋
大
賞
を
受
賞
し
た
三
浦

し
を
ん
『
舟
を
編
む
』
（
光

文
社
）
で
す
。
ア
ニ
メ
に
も

な
り
、
松
田
龍
平
が
主
演
し

た
映
画
は
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
の
最
優
秀
作
品
と
な
っ
た

の
で
、
ご
存
知
の
方
も
多
い

で
し
ょ
う
。
話
が
つ
ま
ら
な

い
と
い
う
評
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ひ
と
り
で
大
き
な
星
空

を
見
て
い
て
も
つ
ま
ら
な
い

人
も
多
い
、
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
小
説
で
も
映
画

で
も
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
、

「
暗
い
大
き
な
海
の
う
ね
り

を
渡
っ
て
い
く
船
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
の
不
思
議
さ
は
、

私
の
知
っ
て
い
る
辞
書
作
り

の
実
感
に
と
て
も
よ
く
合
っ

て
い
ま
し
た
。

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
分
厚

い
ば
か
り
で
中
立
的
で
無
機

質
に
も
見
え
ま
す
が
、
辞
書
・

事
典
は
、
編
纂
者
の
意
図
や

執
筆
者
の
思
い
の
長
大
な
集

積
で
す
。
18
世
紀
フ
ラ
ン
ス

の
『
百
科
全
書
』
が
フ
ラ
ン

ス
革
命
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

辞
書
の
中
に
時
代
の
大
き
な

う
ね
り
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら

で
し
ょ
う
。
現
代
は
も
は
や

紙
の
辞
書
の
時
代
で
は
な
い

と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も

辞
書
・
事
典
に
心
が
惹
か
れ
、

そ
こ
に
思
想
や
文
化
の
大
宇

宙
を
感
じ
つ
づ
け
る
人
が
い

る
こ
と
は
、
や
は
り
大
事
な

こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

私の本棚から

放送大学客員教授

大橋容一郎

『舟を編む』

三浦しをん著

光文社 2012年


